
⑦ ★◆スカラネット入力下書き用紙 ８ページ目

最終学歴や高卒認定試験合格履歴などを偽りなく記入



⑦ ★◆スカラネット入力下書き用紙 ８ページ目

これまでに日本学生支援機構奨学金を受けたことがある（受けている）場合は記入



⑦ ★◆スカラネット入力下書き用紙 ８ページ目

「貸与奨学金案内」21ページ～25ページを参照し、保証制度をいずれかで選択

「貸与奨学金記入項目」



⑦ ★◆スカラネット入力下書き用紙 ９ページ目

自分自身について間違えないように記入



⑦ ★◆スカラネット入力下書き用紙 １０ページ目

８ページで保証制度を（１）人的保証を選択した方は、連帯保証人と保証人を２名分を必ず記入

連帯保証人は父母のいずれか 保証人は父母はNG ４親等以内の65歳未満の親族

「貸与奨学金記入項目」



⑦ ★◆スカラネット入力下書き用紙 １１ページ目

８ページで保証制度を（２）機関保証を選択した方は、自分以外の連絡先を記入

「貸与奨学金記入項目」



⑦ ★◆スカラネット入力下書き用紙 １１ページ目

スカラネット入力時点で未成年の方は、親権者について必ず記入してください。



⑦ ★◆スカラネット入力下書き用紙 １１ページ目

社会的養護を必要する人に場合は 〇はい

自分自身が2019年度課税されている場合は 〇はい



⑦ ★◆スカラネット入力下書き用紙 １２ページ目

家族の人数は、生計を同一である人数を記入
独立して生活している兄弟姉妹や祖父母は除く

生計維持者は、無職でも、離別・死別などでいない場合を除いて原則父母２名



⑦ ★◆スカラネット入力下書き用紙 １２・１３ページ目

必要書類④の収入状況欄・収入計算欄で
記入した内容を参考に収入欄を記入

「貸与奨学金案内」35・36ページを
参考にしてください。



⑦ ★◆スカラネット入力下書き用紙 １４ページ目

申込基準として，申込日時点のあなたと生計維持者の資産額の合計が
以下の基準未満である必要があります。
・生計維持者が2人の場合は2,000万円未満
・生計維持者が1人の場合は1,250万円未満

対象となる資産については「給付奨学金案内」11ページで確認

5 で「はい」でも「いいえ」でも
6 は必ず記入が必要



⑦ ★◆スカラネット入力下書き用紙 １４ページ目

12ページの「J－あなたの家族情報の4」が，以下の場合，それぞれの箇所を記入

生計維持者を1名の場合

父母以外の人を生計維持者にした場合

生計維持者を1名の場合または
父母以外の人を生計維持者にした場合
「はい」「いいえ」で記入

生計維持者を自分自身と入力した場合



⑦ ★◆スカラネット入力下書き用紙 １５ページ目

就学者と就学前の兄弟姉妹の人数を記入

（１）で記入した人数の内訳を記入

自分・生計維持者・（２）の人以外の
同一生計者を記入

「貸与奨学金記入項目」



年間授業料はこちら

２．以降は、必要書類⑥で準備し
た「Ⅲ.特別控除に関する証明書
類」と「貸与奨学金案内」38ペー
ジを併せて確認しながら記入

1年生（2019年4月入学）の授業料

学科 授業料 学科 授業料

写真 映画

音楽 放送

演劇 美術

文芸 104万円 デザイン

2年生以上（2018年4月以前入学）の授業料

全員 102万円

111万円
114万円

110万円

2019年度以降の入学者の授業料

2018年度以前の入学者の授業料

「貸与奨学金記入項目」⑦ ★◆スカラネット入力下書き用紙 １５ページ目



⑦ ★◆スカラネット入力下書き用紙 １５ページ目

記入した作文は、ワード等で保存
しておくと、スカラネット入力時
にスムーズです。



⑦ ★◆スカラネット入力下書き用紙 １６ページ目

必要書類③で準備した「学生本人名義
の銀行口座の通帳コピー」の情報を間
違えないように記入

毎年、口座の記入間違えで、奨学金が
振り込まれない事象が起きています。

スカラネットの下書きはここで終了


